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environment

石原知洋，関谷勇司

15 無線を用いた位置情報プラットフォームの
構築

河口信夫

16 自動車を含むインターネット環境の構築 植原啓介，佐藤雅明，和泉順子

17 環境情報の自律的な生成・流通を可能にす
るインターネット

石塚宏紀，松浦知史，落合秀也，
山内正人，松尾健司，石橋尚武

18 災害時における情報通信基盤の開発 片岡広太郎，植原啓介

19 ネットワーク統計情報の可視化技術 長健二朗，渡辺道和

20 コミュニティ活動支援のためのシステム
構築

奥村貴史，高井一輝，阪本裕介

21 Integrated Distributed Environment

with Overlay Network

斉藤賢爾

22 次世代 IT運用管理システムの開発 河口信夫

23 大学の学務システム及び類似システムの
研究

小原泰弘，石原知洋

24 JB Project 山本成一，長谷部克幸，三宅喬，
金海好彦，小林和真，江崎浩

25 実ノードを用いた大規模なインターネット
シミュレーション環境の構築

榎本真俊，太田悟史，知念賢一，
櫨山寛章，宮地利幸，宮本大輔，
三輪信介

26 クラウドコンピューティング基盤の構築と
運用

石橋尚武，岡本慶大，島慶一，
関谷勇司

27 分散型量子計算のネットワーク応用技術 Rodney Van Meter，永山翔太

28 迷惑メール低減に関する技術開発と普及 山本和彦

29 Asian Internet Interconnection

Initiatives

Achmad Basuki，
Achmad Husni Thamrin

Dikshie Fauzie，片岡広太郎
Niswar Muhammad，横山輝明
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30 自家製ネットワーク技術を活用した研究促
進活動

島慶一，中野博樹

31 IXの運用技術 関谷勇司，岡本慶大，中村修，
加藤朗，長谷部克幸，岡本裕子，
田原裕市郎，山本成一，宇多仁，
石原知洋

32 大規模な仮設ネットワークテストベッドの
設計・構築とその運用

遠峰隆史，中村遼，杉田毅博，
田崎創，浅井大史，熊木美世子，
新麗，岡本慶大，片岡広太郎，
波多野敏明，寺岡文男，田原裕市郎，
中村遼

33 M Root DNSサーバの運用 加藤朗，関谷勇司

34 WIDEネットワークの現状 two members
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